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①補助対象事業者等 ②事業概要

③前回（又は類似事業）の

事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

【補助対象となる事業者名

等の名称を記載】

【系統名・航路名・設備名、運行

（航）区間、整備内容等を記載

（陸上交通に係る確保維持事

業において、車両減価償却費

等及び公有民営方式車両購入

費に係る国庫補助金の交付を

受けている場合、離島航路に係

る確保維持事業において離島

航路構造改革補助（調査検討

の経費を除く。）を受けている場

合は、その旨記載）】

【事業評価の評価対象期間に

おいて、前回の事業評価結果

をどのように生活交通確保維持

改善計画に反映させた上で事

業を実施したかを記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に基づく事業が適切

に実施されたかを記載。計

画どおり実施されなかった

場合には、理由等記載】

A

・

B

・

C

評

価

【計画に位置付けられた定

量的な目標・効果が達成さ

れたかを、目標ごとに記載。

目標・効果が達成できな

かった場合には、理由等を

分析の上記載】

【事業の今後の改善点及びより

適切な目標を記載。改善策は、

事業者の取り組みだけでなく、

地域の取り組みについて広く記

載。特に、評価結果を生活交通

確保維持改善計画にどのよう

に反映させるか（方向性又は具

体的な内容）を必ず記載するこ

と。】

※なお、当該年度で事業が完

了した場合はその旨記載

地域公共交通確保維持改善事業地域公共交通確保維持改善事業地域公共交通確保維持改善事業地域公共交通確保維持改善事業・・・・事業評価事業評価事業評価事業評価（（（（生活交通確保維持改善計画生活交通確保維持改善計画生活交通確保維持改善計画生活交通確保維持改善計画にににに基基基基づくづくづくづく事業事業事業事業））））

事業が計画に基づき適切に

実施された

④事業実施の適切性

Ｂ

⑤目標・効果達成状況

【目標】

利用者人数　1,900人

収支率　10％以上（全体）

【改善点】

収支率の向上

【改善策】

地域の要望により、ルートの見

直しを実施。Ｈ29.11より、委託

料を減らしつつ、運行エリアを

拡大させた。これにより収支率

の向上が見込まれる。

濃飛乗合自動車㈱

神岡東部線

【運行区間】

①濃飛バス神岡営業所～東雲

～濃飛バス神岡営業所

②濃飛バス神岡営業所～老健

たかはら～濃飛バス神岡営業

所

③割石温泉～東雲～濃飛バス

神岡営業所

A

【目標】

・利用者人数：1,500人

・収支率：10％以上

【結果】

・利用者人数：1,857人

・収支率：9％（３路線）

利用者は目標人数を達成。

神岡東部線のみでは4％の

ため未達成。

【前回の事業評価結果】

アンケートや、意見交換会など

の意見を反映したルート変更、

利用者実績を基に減便などの

収支率の向上。

【今回の反映】

平成28年10月より、ルートの変

更を行い、利用者のニーズに対

応した。



かみおか循環乗合タクシー　系

統２

【運行区間】

神岡振興事務所～旧奥飛騨温

泉口、濃飛バス神岡営業所、割

石温泉～神岡振興事務所

A

事業が計画に基づき適切に

実施された

Ｂ

【目標】

利用者人数　10,000人

収支率　10％以上（全体）

【改善点】

ルートの見直し

【改善策】

地域の要望を聞きながら検討

し、改善していくしくみを作った。

現在、ルート変更の要望も上

がっているため、利便性、効率

性の両方が良くなるような変更

であるか検討し、併せて現状利

用に支障がないかも検証しなが

ら進める。

【前回の事業評価結果】

アンケートや、意見交換会など

の意見を反映したルート変更、

利用者実績を基に減便などの

収支率の向上。

【今回の反映】

平成28年10月より、ルートの変

更を行い、利用者のニーズに対

応した。

利用の低い便の廃止を行い、

収支率の向上を図った。車両に

ついて自動ドア、ステップ、手す

りなどの設置を行い、利便性の

向上を図った。

飛騨市

【目標】

・利用者人数：6,700人

・収支率：10％以上

【結果】

・利用者人数：10,000人

・収支率：9％（３路線）

かみおか循環乗合タクシー

のみは26％と目標を達成。

濃飛乗合自動車㈱

柏原線

【運行区間】

①濃飛バス神岡営業所～寺林

公民館～柏原パーキング

②割石温泉～寺林公民館～柏

原パーキング

③濃飛バス神岡営業所～神岡

小学校～柏原パーキング

事業が計画に基づき適切に

実施された

A Ｂ

【目標】

利用者人数　1,600人

収支率　10％以上（全体）

【改善点】

収支率の向上

【改善策】

地域よりダイヤ変更の要望がで

ており、他の利用者に支障がな

いか地域で検討してもらってい

る。地域の理解を得ながら、利

便が高まる変更を検討し、利用

者の増加、収支率の向上を目

指す。

【前回の事業評価結果】

アンケートや、意見交換会など

の意見を反映したルート変更、

利用者実績を基に減便などの

収支率の向上。

【今回の反映】

平成28年10月より、ルートの変

更を行い、利用者のニーズに対

応した。利用の少ない便を廃止

し、収支率の向上を図った。

【目標】

・利用者人数：1,500人

・収支率：10％以上

【結果】

・利用者人数：1,566人

・収支率：9％（３路線）

利用者は目標人数を達成。

柏原線のみでは3％のため

未達成。



（別添１）

平成　　年　　月　　日

協議会名協議会名協議会名協議会名：：：：飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議飛騨市公共交通会議

①事業の結果概要

③事業の今後の改善点

（特記事項含む）

【事業内容及び結果概要を記載】

A

・

B

・

C

評

価

【事業が適切に実施された（されている）か記載。

適切に実施されなかった（されていない）場合に

は、実施されなかった事項及び理由を記載。】

【事業の今後の改善点として、取組内容・関係者それ

ぞれが果たすべき役割等を記載。】

地域公共交通確保維持改善事業地域公共交通確保維持改善事業地域公共交通確保維持改善事業地域公共交通確保維持改善事業・・・・事業評価事業評価事業評価事業評価（（（（計画推進計画推進計画推進計画推進にににに係係係係るるるる事業事業事業事業））））

②事業実施の適切性

【事業内容】

総合公共交通マップの作成

【結果概要】

前回作成したＢ５版が小さく見にくいという意見があっ

たため、見やすくＡ４版を作成。交通結節点が分かり

やすいよう色分けなどを行った。また、自分用の時刻

表を作成できるマイ時刻表を最終ページに作ること

で、目的別の時刻表がほしい方に対応した。

バス時刻を尋ねてみえる一般市民に対し、このガイド

ブックを用いて全体的な位置や、乗換等について分

かってもらえ、持ち帰る方もみえた。

このガイドブックにより、市民に対して基本的な情報を

提供することができた。

Ａ 事業が適切に実施された。

時刻表に慣れた人は、この冊子により時刻表を読み解

くことができるが、そうでない方はなかなか難しいた

め、こういった全体的な時刻表は随時更新していくが、

高齢者がよく利用される、温泉施設、医療施設に特化

した時刻表を検討し、併せて施設に設置することで、

利用者の増加を図る。

行政：総合公共交通マップを基に施設ごとの時刻表を

検討

運行事業者：接続等の確認



飛騨市公共交通会議

平成１８年１１⽉９⽇設置

フィーダー系統 平成２８年６⽉１７⽇ 確保維持計画策定

1

平成29年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式1



1.協議会が目指す地域公共交通の姿
【主な方針】
最低限のサービス⽔準を極⼒確保し、効率的で低コストな地域公共交通網を形成し、維持する。
【目標】
○整備・運⾏ ：市⺠のQOLの保障（通学・通院・買物の足）
○持続性 ：⼀定の事業費内で維持、⼀定の収⽀率、利⽤者数の増加
○利⽤促進・啓発事業：市⺠の理解度向上、意識改⾰、観光客の満足度向上
【期間】
・飛騨市地域公共交通網形成計画
平成27年度〜平成31年度
・飛騨市地域公共交通再編実施計画
平成27年度〜平成31年度

2

地域の特性
古川町 他の移動手段などが多く、

公共交通の利⽤する⽂化が
ない。

河合町
宮川町

集落が点在している。以前
よりﾃﾞﾏﾝﾄﾞ運⾏実施。

神岡町 町中でも高低差があり、公
共交通の利⽤が多い。

・地域間を幹線が結ぶ
・各接続ポイントで

幹線と⽀線が接続
・古川、神岡の市外地

を地区循環線が運⾏
・河合・宮川地域は

乗合タクシー系が運⾏

古川

神岡

河合

宮川



32.計画の達成状況の評価に関する事項

区分 目標 指標 実績または予定
整備・運⾏ 市⺠のQOLを確保 整備状況の納得

度
平成30年に調査実施予定

持続性 市営・赤字補填バス
を⼀定の事業費で効
率的に維持

平成25年度未満
97,114千円
※4⽉〜3⽉

平成28年度
93,624千円（運賃等への公的補
助30,658千円除く）
※4⽉〜3⽉

市営バスの収⽀維持 10％ 平成29年度 5％
市営バス・赤字補填
バスの利⽤者数増加

10％増加
365人（人口
100人あたり）
※H28.10.1現在
の人口で算出）

目標値より-43％
205人
※ただし幹線では再編前に比べ
利⽤者の増加を確認。
古川神岡線：447人増(Ｈ27比)

14,659人増(H26比)

利⽤促進・
啓発事業

市⺠の理解度、維持
に協⼒する比率の増
加

⽇常での公共交
通への転換意向

平成30年に調査実施予定

観光客の満足度の向
上

観光客の満足度 平成30年に調査実施予定



3.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 4

事業名 内容 効果
総合公共交通
マップの作成
（再編計画推進
事業）

A４サイズの公共交通ガイド
ブックを作成し、配布
基本的な情報を提供

公共交通に関する情報伝達

公的補助による
値下げ

⺠間路線の運賃及び定期券料
⾦について届出運賃との差額
部分を市が補填

高校通学の負担額の軽減による高
校進学の選択肢の拡大
利⽤者の増加

ダイヤ・ルート
変更

利⽤者に直接意⾒を聞いて、
意⾒の多かった割⽯温泉の直
通便、乗継を考慮したダイヤ
設定に変更（H28.10〜）

利⽤者の増加

定期券等の導入 乗継料⾦の軽減のため、1⽇乗
⾞券、シルバーフリー定期券
（※）の導入

利⽤者の増加

※シルバーフリー定期券：市内在住の65歳以上の方が販売対象
市営バス路線、⺠間バス路線の市内区間が乗り放題



4.具体的取組みに対する評価（その１） 5

第3回飛騨市公共交通会議において自己評価の実施
平成30年1⽉17⽇（⽔）13:00〜 開催
それに先だち、平成29年12⽉に各地域の自治会⻑会において、各路線の利⽤実績の提⽰。
【目標の達成状況（ﾌｨｰﾀﾞｰ補助路線部分）】

【目標達成状況に対する考察（ﾌｨｰﾀﾞｰ補助路線部分）】
アンケート調査や、地域との意⾒交換会を開催し、路線の延伸、ダイヤ変更、減便を⾏った
結果、利⽤者数について目標値を達成することができた。
収⽀率については、目標値の１０％には届かなかったが、昨年度の３路線の平均が7％から、
２％の増加が確認でき、⼀定の成果が出たと考える。

路線名 区分 目標値 実績値 評価

神岡東部線
人数 1,500人 1,857人

Ｂ
収⽀率 10％ 9％（3路線）

柏原線
人数 1,500人 1,566人

Ｂ
収⽀率 10％ 9％（3路線）

かみおか循環乗合タクシー
系統２

人数 6,700人 10,000人
Ｂ

収⽀率 10％ 9％（3路線）



【各路線ごとの目標人数及び実績】※（）内はH28.10.1現在人口100人あたりの利⽤人数

※ﾌｨｰﾀﾞｰ補助路線

6

路線名 目標値 H29実績値 評価 参考：H28

神岡猪谷線（幹線） 7,600(36) 5,046(23) B 未達成（H28より増） 4,441(20)

吉田線（幹線） 1,430(6) 9,777(44) B 達成（H28より減） 13,640(60)

畦畑線 1,250(6) 948(4) B 未達成（H28より増） 753(3)

太江線 5,570(25) 782(3) B 未達成（H28より増） 780(3)

桃源郷線 19,770(88) 4,055(18) B 未達成（H28より増） 2,688(12)

稲越線 10,210(46) 1,376(6) C 未達成（H28より減） 1,962(9)

⽉ヶ瀬線 9,480(42) 2,795(12) B 未達成（H28より増） 2,587(11)

宮川線 9,610(43) 2,904(13) B 未達成（H28より増） 2,556(11)

柏原線(※) 7,440(33) 1,566(7) B 未達成（H28より増） 1,527(7)

神岡東部線(※) 1,570(7) 1,857(8) B 未達成（H28より増） 1,368(6)

山之村線 2,750(12) 1,563(7) B 未達成（H28より増） 1,497(7)

ふるかわ循環乗合タクシー 1,360(6) 835(4) B 未達成（H28より増） 758(3)

かみおか循環乗合タクシー(※) 1,220(5) 10,277(46) A 達成（H28より増） 6,494(29)

河合・宮川乗合タクシー 1,220(5) 1,338(6) A 達成（H28より増） 1,317(6)

ポニーカー 1,220(6) 886(4) C 未達成（H28より減） 1,405(6)

合計 82,120(398) 46,005(205) 43,773(193)

4.具体的取組みに対する評価（その２）



4.具体的取組みに対する評価（その３） 7

【地域全体の目標の達成状況】

【目標達成状況についての考察】
①事業費：有償化による国庫補助⾦の増加により運⾏経費に関する市の負担額が減少した。

しかし、運賃等への公的補助の負担が大きいことや、運⾏経費自体が増加しているため
持続可能な公共交通のためには、運⾏経費など削減対策が必要。

②収⽀率：利⽤者が幹線へ流れたことによる減により目標未達成。
しかし、平成28年度 4％ → 平成29年度 5％（1％の上昇）

③利⽤者数：利⽤者が幹線へ流れたことによる減により目標未達成。
しかし、平成28年度 193人 → 平成29年度 205人（12人の上昇）

②③については公的補助による値下げ、ルート・ダイヤ変更、定期券等の導入により前年度より上昇。
【今後の方針】
事業費：利⽤実績より路線の⾒直し等を検討し、効率的な運⽤を目指す。
収⽀率：事業費を減少および利⽤者数の増加を目指し収⽀率の向上を目指す。
利⽤者数：目標値とするためには、年間で36,000人の増が必要。

幹線へ流れた利⽤者数を⾒込んだ目標値を再考する。

項目 目標値 実績値 達成状況
市の公共交通事業費（スクール除く） 97,114千円以下 93,624千円

（※運賃等への公的補
助 30,658千円除く）

達成

市営バスの収⽀率（全体） 10％以上 5％ 未達成
15歳以上の市⺠100人あたりの利⽤者数 365人以上 205人 未達成



5.自己評価から得られた課題と対応方針 8

課題 取り組み ⾒込める効果 予定時期
ふるかわ循環乗合タクシー
の利⽤率が低い

⾒直し 事業費の削減、収⽀率、
利⽤者の向上

平成30年10⽉

いきいき券（タクシー助成
券）の市営バス利⽤

いきいき券の
市営バス利⽤

事業費の削減、収⽀率、
利⽤者の向上

平成30年4⽉

目標値と実績値の乖離 目標値の⾒直し 評価の適正化 平成30年10⽉
公的補助による値下げの財
政負担の増加

定期券補助の⾒直
し・HP等で周知

事業費の削減、利⽤者の
意識改⾰

平成30年4⽉

ふるかわ循環乗合タクシーは、古川町市街地を回るため沿線人口は他の路線より多いが利⽤者は低迷してい
る。
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飛騨市公共交通会議

平成１８年１１⽉９⽇設置

フィーダー系統 平成２８年６⽉１７⽇ 確保維持計画策定

9

平成29年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（経緯）

中部様式2



1.直近の第三者評価の活用・対応状況 10

直近の第三者評価委員会
における事業評価結果

事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容） 今後の対応方針

地域の声を聞いて割⽯温泉
まで乗継なしで運⾏するこ
ととしたことを記載し、担
当者が変わってもその記録
は残しておける資料として
ほしい。

今回の取り組み内容に記載
をしました。

今後も担当者が変わっても
経緯の分かるような資料を
残していきます。

読み手のことを考え、分か
りやすい資料としていただ
きたい。

グラフなどを⽤いて分かり
やすく編成しました。

今後も分かりやすい資料の
作成に努めます。

目標値と実績値の乖離が大
きすぎる。目標値の妥当性
が問われる。

網形成計画の目標値につい
ては、再編実施計画の変更
が落ち着くまで変えられな
い旨聞いているため、
フィーダー補助については
直近の利⽤実績から別に目
標値を設定しました。

網形成計画と目標値の相違
がみられるため、適正な目
標値に修正します。



2.アピールポイント 11

� 公共交通ガイドブックを作成
○⾒やすいようにＡ４版（以前のＢ５版は⼩さいとの意⾒）
○乗継拠点が分かるように時刻表に目印
○マイ時刻表を掲載し、自分のための時刻表を作成
→マイ時刻表の問い合わせが現在ないため、

高齢者のためにはよく利⽤する施設ごとの
時刻表を作成する必要を感じた。

■幹線の公的補助による値下げ（継続）
○高校通学定期 年間20万円→7万2千円＜旧町村間＞
→飛騨神岡高校で古川町（バス通学）の生徒が増加。

３年生（平成27年度入学）：4人
２年生（平成28年度入学）：21人
１年生（平成29年度入学）：33人 （平成29年9⽉現在）
・市内中学生の進路選択が拡大
・市内高校の存続に貢献



2.アピールポイント 12

� ダイヤ・ルート変更等
平成28年10⽉の変更で利⽤者の意⾒を反映
平成28年4〜5⽉アンケート調査、平成28年7⽉意⾒交換会12ヶ所
○割⽯温泉への延伸
○乗継時間の短縮より効率を確保
○利⽤の多いかみおか循環乗合タクシー⾞両に自動ドア、ステップ、手すりを設置。

⼀般企業のご厚意により⾞両を「おくひだ号」風にラッピング
→利⽤者の増加（市営バス）（※6,059人増加）

� １⽇乗⾞券及びシルバーフリー定期券の導入
○乗継料⾦の軽減 平成28年10⽉〜

下表のとおり、シルバーフリー定期券の利⽤の増加により、前年下降気味だった
利⽤者実績にも上昇した。


